
2017年9月23日（土）・24日（日） 広島大会

平成 29年度
日本教育大学協会 全国美術部門協議会
第 56回
大学美術教育学会

会 場： 広島大学教育学部（東広島キャンパス）
 東広島市鏡山 1-1-1
主 催： 日本教育大学協会全国美術部門
 大学美術教育学会
企画運営： 広島大会実行委員会

　広島大会の参加及び発表申込は、e-naf+（オンライン大会登録受付システム）で行います。学会ホームページ
（http://www.uaesj .com/）」より、口頭発表及びポスター発表申込については ８月９日（火）13 時まで、参加申込に
ついては ９月１日（木）13 時までに申し込んでください。参加申込は当日でも可能ですが、印刷物等の準備もございますので、
オンライン登録と一次案内に同封した払込取扱票にて 9 月 1日（木）までの送金をお願いします。
【オンライン大会登録受付システムについての注意事項】
　申込期限・時間を過ぎるとオンラインシステムで登録は出来なくなります。また、メールでの受付は行っておりません。余裕
をもって、期限までに登録してください。
【発表についての注意事項】
●発表には大学美術教育学会会員の資格が必要です。 ※責任発表者だけでなく共同発表者も必須です。
●大学美術教育学会の年会費未納では発表できません。発表予定の学会員は、必ず 8 月末までに平成 28 年度までの会
費を全納してください。
●口頭発表及びポスター発表の研究発表概要集の原稿の入稿は、8 月 9日（火）13 時（厳守）までにオンラインシステムで
済ませてください。
【宿泊先に関する注意事項】
※宿泊斡旋は行いません。この時期の宿泊施設は大変込み合いますので各自で早めに確保願います。

広島大会テーマ 「これからの美術教育で育成すべき資質・能力を考える」
大会シンポジウム 「図画工作・美術科で身に付けるべき資質・能力と評価の在り方―日米交流を通して」
 特 別 講 演： 全米芸術教育学会前会長　ロバート・セイボル博士
 座談会討論者： 美術科教育学会代表理事　水島尚喜氏
  尾道市立山並小学校教諭　青山寿重氏
  大学美術教育学会理事長　小野康男氏

会員・一般 事前申込：4,000 円 当日申込：5,000 円
院生・学生 事前申込：2,000 円 当日申込：3,000 円 ※現職教員を含む
懇親会 事前申込：5,000 円 当日申込：6,000 円
懇親会（学生） 事前申込：3,000 円 当日申込：4,000 円 ※現職教員を含む
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※広島大学⇔JR西条駅のバスは、循環ルートです。お帰りのバスは、下車したバス停からご乗車下さい。

オンライン登録システムに関するお問い合わせ
中西印刷　大会システムサポートデスク（参加申込・発表申込・概要集）
TEL: 075-415-3661　Email :  uaesj56@nacos.com

大会に関するお問い合わせ
教大協全国美術部門・大学美術教育学会広島大会実行委員会
大会運営委員　三根 和浪　Email :  kmine@hiroshima-u.ac.jp

2017年9月23日（土）・24日（日） 広島大会

平成 29年度
日本教育大学協会 全国美術部門協議会
第 56回
大学美術教育学会

会 場： 広島大学教育学部（東広島キャンパス）
 東広島市鏡山 1-1-1
主 催： 日本教育大学協会全国美術部門
 大学美術教育学会
後 援： 広島県教育委員会・東広島市教育委員会
 広島大学
企画運営： 広島大会実行委員会

　広島大会の参加及び発表申込は、e-naf+（オンライン大会登録受付システム）で行います。学会ホームページ
（http://www.uaesj .com/）より、口頭発表及びポスター発表申込については ８月８日（火）13 時まで、参加申込につ
いては ８月 3１日（木）13 時までに申し込んでください。参加申込は当日でも可能ですが、印刷物等の準備もございますので、
オンライン登録と一次案内に同封した払込取扱票にて 8 月 31 日（木）までの送金をお願いします。
【オンライン大会登録受付システムについての注意事項】
　申込期限・時間を過ぎるとオンラインシステムで登録は出来なくなります。また、メールでの受付は行っておりません。
余裕をもって、期限までに登録してください。
【発表についての注意事項】
●発表には大学美術教育学会会員の資格が必要です。 ※責任発表者だけでなく共同発表者も必須です。
●大学美術教育学会の年会費未納では発表できません。発表予定の学会員は、必ず 8 月末までに平成 28 年度までの会
費を全納してください。
●口頭発表及びポスター発表の研究発表概要集の原稿の入稿は、8月 8 日（火）13 時（厳守）までにオンラインシステムで済
ませてください。
【宿泊先に関する注意事項】
※宿泊斡旋は行いません。この時期の宿泊施設は大変込み合いますので各自で早めに確保願います。

広島大会テーマ 「これからの美術教育で育成すべき資質・能力を考える」
大 会 特 別 企 画  「これからの美術教育の在り方をグローバルに考える―日米交流を通して」
 特 別 講 演： 全米美術教育学会前会長  ロバート・セイボル博士（Dr. Robert Sabol）
 座談会討論者： 尾道市立山波小学校教諭  青山寿重氏
  美術科教育学会代表理事  水島尚喜氏
  大学美術教育学会理事長  小野康男氏
 司 会： 広島大学大学院教育学研究科准教授 三根和浪

会員・一般 事前申込：4,000 円 当日申込：5,000 円
院生・学生 事前申込：2,000 円 当日申込：3,000 円 ※現職教員を含む
懇親会 事前申込：5,000 円 当日申込：6,000 円
懇親会（学生） 事前申込：3,000 円 当日申込：4,000 円 ※現職教員を含む
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※広島大学⇔JR西条駅のバスは、循環ルートです。お帰りのバスは、下車したバス停からご乗車下さい。

オンライン登録システムに関するお問い合わせ
中西印刷　大会システムサポートデスク（参加申込・発表申込・概要集）
TEL: 075-415-3661　Email :  uaesj56@nacos.com

大会に関するお問い合わせ
教大協全国美術部門・大学美術教育学会広島大会実行委員会
大会運営委員　三根 和浪　Email :  kmine@hiroshima-u.ac.jp



ごあいさつ

　第 56 回大学美術教育学会（広島大会）並びに、日本教育大学協会全国美術
部門総会・協議会を広島大学で開催いたします。口頭発表、ポスター展示による
研究発表、海外研究者による特別講演並びに日米学術交流などが開催されます。
関係者の皆様には様々な面からご支援いただき、広島大会実行委員会を代表いた
しまして心から御礼申し上げます。

　広島大会の全体テーマは、「これからの美術教育で育成すべき資質・能力を考
える」です。平成２９年３月３１日に幼稚園教育要領、小学校学習指導要領、中学
校学習指導要領が改訂告示されました。改訂に際しては、予測が困難な激しい変
化が伴う社会や、グローバル化が進展する社会に対応するために学校教育ではど
のような資質・能力が育成されるべきかが問われ、図画工作・美術科、並びに大
学における教員養成では、新しい時代を見据えて、これまで以上に質的転換を図
ることが求められています。転換の方向性を見定め、これからの時代をより豊かに
生きる人間形成を目指して、美術教育では何ができるのか、どのような資質・能力
が育成されるべきなのか、どのような内容や教育方法が望ましいのかなどを改めて
問い直し、研究交流を通して学会員相互の対話が深まる大会としたいと思います。

　大会シンポジウムのテーマは「図画工作・美術科で身に付けるべき資質・能力
と評価の在り方―日米交流を通して」としました。これからの時代に必要とされる図
画工作・美術科のあるべき姿を明確化していくために、育成すべき資質・能力と
合わせて学習指導法及び評価の在り方についても具体的に検討していくことが必要
です。これについてグローバルな視野で考えていくために、全米美術教育学会
（National Art Education Associat ion）の前会長であるロバート・セイボル
博士による特別講演、及び、本学会理事長である小野康男氏（横浜国立大学教
授）、美術科教育学会代表理事である水島尚喜氏（聖心女子大学教授）、文部
科学大臣優秀教職員賞受賞者である青山寿重氏（広島県尾道市立山波小学校）
との日米座談会を企画しています。セイボル博士には、米国の美術教育のナショナ
ル・スタンダードが目指す教育改革のヴィジョンについて 21 世紀型の資質・能力や
評価を中心にご報告いただき、日米座談会を通して、参加者の皆様ともに美術教
育の現状と課題を共有し、議論がグローバルな次元で深められることを期待してい
ます。

　学習指導要領の改訂を契機に、一つの転換期を迎えるわが国の学校教育とその
基盤を支える教員養成を担う大学教育で取り組むべき事項について、ともに思考し
行動する機会を、この大会が提供できることを祈念して止みません。

広島大会実行委員長 菅村亨

9 月 22 日（金）大会前日の諸会議（各委員会・役員会）　広島大学教育学部

9 月 23 日（祝）大会第 1日　広島大学教育学部

9 月 24 日（日）大会第 2日　広島大学教育学部

12:30～13:00 受付〔教育学部正面玄関〕
13:00～13:30 拡大総務局会議【正副理事長・正副代表・総務局委員】〔第 3・4 会議室〕
13:30～14:20 全造連大学委員会【部門委員会委員】〔第 2 会議室〕
 ※全国大学造形美術教育連絡協議会
14:20～15:20 全国学校美術教育支援委員会【部門委員会委員】 〔L108 教室〕
 国際交流委員会【学会委員会委員】〔L109 教室〕
　※審議延長 学会誌委員会【学会委員会委員】〔L206 教室〕
　～17:00 迄 全美協役員会（私学）〔L207 教室〕
15:10～15:30 受付【部門・学会共通】〔教育学部正面玄関〕
15:30～16:30 拡大理事会【学会理事役員会＋部門委員役員（共通審議事項を含む）】〔第 3・4 会議室〕
16:30～17:10 美術部門協議役員会【部門委員役員】〔第 3・4 会議室〕
 全美協総会〔L207 教室〕

09:00～ 受付〔教育学部正面玄関〕
09:30～10:00 日本教育大学協会全国美術部門　開会式〔K201 教室〕
 第 56 回大学美術教育学会広島大会　開会式
10:00～12:00 口頭発表〔各教室〕
12:00～13:00  昼休み
13:00～14:30 口頭発表〔各教室〕
15:00～17:30 大会シンポジウム〔K201 教室〕
18:00～20:00 懇親会〔西 2 食堂〕

09:00～ 受付〔教育学部正面玄関〕
09:30～12:00 口頭発表〔各教室〕
12:00～13:00  昼休み
12:30～13:30 ポスター発表〔L 棟 1F ロビー〕
13:30～14:30 日本教育大学協会全国美術部門　協議会〔K201 教室〕
 （日本教育大学協会全国美術部門・大学美術教育学会合同）
14:30～15:00 日本教育大学協会全国美術部門・大学美術教育学会　総会〔K201 教室〕
15:00～ 引き継ぎ〔C203 教室〕

※口頭発表用のPCは各自でご持参ください。コネクターはRGB のみ対応です。
※食堂・売店は営業しておりません。近隣の飲食施設、コンビニ等は限られています。お弁当の購入をご検討下さい。
※懇親会に参加される方は、会場準備の関係上、出来る限り事前の申し込みをお願いします。

※第 2日の終了時刻は、口頭発表の申し込み数によって変更されることがありますので、ご承知おきください。
※第 2日のポスター発表は教育学部 L 棟 1Fロビーにて行います。研究説明を12:30～13:30 の間に行います。

プログラムごあいさつ

　平成29年度日本教育大学協会全国美術部門協議会並びに、第56回大学美術教育学会を広島大学で開催
いたします。口頭発表、ポスター展示による研究発表、海外研究者による特別講演並びに日米学術交流など
が開催されます。関係者の皆様には様々な面からご支援いただき、広島大会実行委員会を代表いたしまして
心から御礼申し上げます。
　広島大会の全体テーマは、「これからの美術教育で育成すべき資質・能力を考える」です。平成２９年３月
３１日に幼稚園教育要領、小学校学習指導要領、中学校学習指導要領が改訂告示されました。改訂に際しては、
予測が困難な激しい変化が伴う社会や、グローバル化が進展する社会に対応するために学校教育ではどのよ
うな資質・能力が育成されるべきかが問われ、図画工作・美術科、並びに大学における教員養成では、新し
い時代を見据えて、これまで以上に質的転換を図ることが求められています。転換の方向性を見定め、これか
らの時代をより豊かに生きる人間形成を目指して、美術教育では何ができるのか、どのような資質・能力が育
成されるべきなのか、どのような内容や教育方法が望ましいのかなどを改めて問い直し、研究交流を通して学
会員相互の対話が深まる大会としたいと思います。
　大会特別企画のテーマは「これからの美術教育の在り方をグローバルに考える―日米交流を通して」としまし
た。これからの時代に必要とされる図画工作・美術科のあるべき姿を明確化していくために、育成すべき資質・
能力と合わせて学習指導法及び評価の在り方についても具体的に検討していくことが必要です。これについて
グローバルな視野で考えていくために、全米美術教育学会（National Art Education Association）の前
会長であるロバート・セイボル博士による特別講演、及び、文部科学大臣優秀教職員賞受賞者である青山寿
重氏（広島県尾道市立山波小学校教諭）、美術科教育学会代表理事である水島尚喜氏（聖心女子大学教
授）、本学会理事長である小野康男氏（横浜国立大学教授）との日米座談会を企画しています。セイボル博
士には、米国の美術教育のナショナル・スタンダードが目指す教育改革のヴィジョンについて 21 世紀型の資質・
能力や評価を中心にご報告いただき、日米座談会を通して、参加者の皆様ともに美術教育の現状と課題を共
有し、議論がグローバルな次元で深められることを期待しています。
　学習指導要領の改訂を契機に、一つの転換期を迎えるわが国の学校教育とその基盤を支える教員養成を担
う大学教育で取り組むべき事項について、ともに思考し行動する機会を、この大会が提供できることを祈念して
止みません。

広島大会実行委員長　 菅村　亨

大会特別企画  ロバート・セイボル博士  特別講演

演題：全米視覚芸術スタンダードの美術学習評価と礎石となるアセスメント・モデル

　アメリカ合衆国から全米美術教育学会の前会長であるロバート・セイボル博士を招き、2014 年に公表された
全米視覚芸術スタンダードが目指す教育の質的転換とスタンダードが学校教育に及ぼしている影響について講
演していただきます。新しいスタンダードの特徴の一つとして、就園前から高等学校までを通して身につけるべ
き知識・技能・能力の内容と合わせて、アセスメント・モデルが提示されることが挙げられます。セイボル博士は、
スタンダードの執筆者の一人であり、アセスメント・モデル開発の委員長を務めています。創造性、批判的思考・
問題解決、コミュニケーション、協働のような 21 世紀型スキルと関連する資質や能力が美術教育ではどのよう
に定義され、どのような方法で測られるのかを中心に報告いただくことで、これからの美術教育で育成すべき人
間像と学習指導の在り方について議論を深めたいと思います。

9 月 22 日（金）大会前日の諸会議（各委員会・役員会）　広島大学教育学部

9 月 23 日（土）大会第 1日　広島大学教育学部

9 月 24 日（日）大会第 2日　広島大学教育学部

12:30～13:00 受付〔教育学部正面玄関〕
13:00～13:30 拡大総務局会議【正副理事長・正副代表・総務局委員】〔第 3・4 会議室〕
13:30～14:20 全造連大学委員会【部門委員会委員】〔L107 教室〕
 ※全国大学造形美術教育連絡協議会
14:20～15:20 全国学校美術教育支援委員会【部門委員会委員】 〔L108 教室〕
 国際交流委員会【学会委員会委員】〔L109 教室〕
　※審議延長 学会誌委員会【学会委員会委員】〔L206 教室〕
　～17:00 迄 全美協役員会（私学）〔L107 教室〕
15:10～15:30 受付【部門・学会共通】〔教育学部正面玄関〕
15:30～16:30 拡大理事会【学会理事役員会＋部門委員役員（共通審議事項を含む）】〔第 3・4 会議室〕
16:30～17:10 美術部門協議役員会【部門委員役員】〔第 3・4 会議室〕
 全美協総会〔L107 教室〕

09:00～ 受付〔教育学部正面玄関〕
09:30～10:00 日本教育大学協会全国美術部門協議会　開会式〔K201 教室〕
 第 56 回大学美術教育学会広島大会　開会式
10:00～11:25 日本教育大学協会全国美術部門協議会〔K201 教室〕
 （日本教育大学協会全国美術部門・大学美術教育学会合同）
11:40～12:10 口頭発表①〔各教室〕
12:10～13:10  昼休み
13:10～14:40 口頭発表②〔各教室〕
15:00～17:30 大会特別企画〔K201 教室〕
18:00～20:00 懇親会〔西 2 食堂〕

09:00～ 受付〔教育学部正面玄関〕
09:30～12:00 口頭発表③〔各教室〕
 学生会議〔L102 教室〕
12:00～13:00  昼休み
12:30～13:30 ポスター発表〔L 棟 1F ロビー〕
13:00～15:00 口頭発表④〔各教室〕
15:10～15:40 日本教育大学協会全国美術部門・大学美術教育学会　総会〔K201 教室〕
15:50～ 引き継ぎ〔C203 教室〕

※口頭発表用のPCその他の必要機材は各自でご持参ください。プロジェクターのコネクターはRGB のみ対応です。
※食堂・売店は営業しておりません。近隣の飲食施設、コンビニ等は限られています。お弁当の購入をご検討下さい。
※懇親会場は学内の西 2 食堂です。教育学部より徒歩約 8 分です。次頁の地図をご参照下さい。
※懇親会に参加される方は、会場準備の関係上、出来る限り事前の申し込みをお願いします。

※学生会議の詳細は別途案内されます。学生のみなさんはふるってご参加下さい。
※口頭発表の申し込み数によってプログラムが変更されることがありますので、ご承知おきください。
※第 2日のポスター発表は教育学部 L 棟 1Fロビーにて行います。研究発表を 12:30～13:30 の間に行います。

プログラム


